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夜
桜
～N

ight Blossom

～

№ 206
春
2018

　

に
の
み
や
商
工
会
青
年
部
は
、
今
年
度

初
の
試
み
で
「
夜
桜
～N

ight Blossom

～
」
と
題
し
て
、
夜
桜
ま
つ
り
を
4
月
6
日

（
金
）
7
日
（
土
）
に
真
岡
市
生
涯
学
習
館

（
に
の
み
や
と
ち
お
と
め
ホ
ー
ル
）
西
側
駐

車
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
悪

天
候
に
よ
り
桜
も
さ
び
し
く
肌
寒
い
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
数
の
方
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
、
会
場
の
生
涯
学

習
館
に
は
美
し
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇

り
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
は
、
天
候
も
悪

く
桜
も
早
咲
き
と
な
り
散
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ
の
生

バ
ン
ド
演
奏
や
青
年
部
の
カ
ク
テ
ル
バ
ー
や

商
工
会
員
の
出
店
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
、
魅
力
発
見
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
に
向
け
て
、
商
工
会
青
年
部
員
は

意
欲
を
見
せ
て
お
り
、
満
開
の
桜
と
良
い
天

候
に
な
る
よ
う
に
祈
念
し
て
い
ま
す
。



第206号 平成30年4月25日（2）

今
井
絵
理
子
氏
（
参
議
院
議
員
）
来
る
！

法
人
会
青
年
部
会
・
真
岡
Ｊ
Ｃ
の
合
同
講
演
会

 
新
春
講
演
会
に
160
人

　
い
ま
、
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

そ
れ
は
危
機
管
理
で
あ
る
　

法
人
会
青
年
部
会
長　

太
田
浩
彰

　

平
成
30
年
2
月
13
日
（
火
）
真
岡
市
の

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
お
い
て
、
真
岡

青
年
会
議
所
と
の
共
催
で
「
熱
い
青
年
の

集
い
～
未
来
へ
の
賀
詞
交
歓
会
～
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
同
じ
思
い
や
考
え
、
悩
み
を
抱

え
る
青
年
同
士
が
交
流
で
き
る
機
会
を
提

供
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
参
議
院
議
員

の
今
井
絵
理
子
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
井
氏
は
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
の
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
大
活
躍
さ
れ
た
方

で
あ
り
、現
在
は
参
議
院
議
員
と
し
て「
す

べ
て
の
子
供
た
ち
が
笑
顔
と
希
望
に
あ
ふ

れ
る
環
境
を
一
緒
に
つ
く
り
た
い
」
と
い

う
信
念
の
下
、
日
々
活
動
さ
れ
て
る
方
で

す
。

　

講
演
で
は
聴
覚
障
害
を
抱
え
る
ご
子
息

の
育
児
の
経
験
か
ら
、
現
在
の
障
害
者
教

育
の
問
題
点
等
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
今

後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
課
題
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
今
井
氏
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
懇
親
会
を
開
催
し
、
青
年
同
士
の
交

流
を
図
り
ま
し
た
。
尊
徳
太
鼓
の
演
舞
の

催
し
が
あ
る
な
ど
、
懇
親
会
は
盛
会
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
真
岡
Ｊ
Ｃ
と
の
合
同
研
修
会
は

7
回
目
で
し
た
が
、
今
回
は
知
名
度
の
高

い
講
師
と
い
う
事
も
あ
り
メ
ン
バ
ー
の
関

心
も
高
く
、
多
く
の
青
年
部
会
員
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
も
よ
り
多

く
の
人
た
ち
に
法
人
会
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
い
税
知
識
の
普
及
や
会
員
拡
大
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
新
春

恒
例
の
講
演
会

は
去
る
２
月
８

日
、
講
師
に

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
北
康
利
先

生
を
お
迎
え
し
「
伝
説
の
男　

白
洲
次

郎
」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
真
岡
新

聞
、
下
野
新
聞
等
へ
の
掲
載
効
果
も
あ
り
、

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
は
会
員
の
ほ
か
、

一
般
人
や
市
外
か
ら
愛
読
者
の
参
加
も
あ

り
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
作
家
と
し
て
、
ま
た
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
数
多
く
の
偉
人
、
先

人
た
ち
に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代
を
ど
う
生

き
抜
い
た
ら
い
い
の
か
、
ご
享
受
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
話
の
一
端
を
披
露
す
る
と
、
今
、
企

業
経
営
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
危
機
管
理

体
制
の
構
築
で
あ
る
。
自
助
努
力
だ
け
で

は
回
避
し
き
れ
な
い
想
定
外
の
危
機
へ
の

対
応
こ
そ
企
業
存
続
、
生
き
残
り
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
個
人
も
同
様
で
、
常
に
自
己

管
理
、
健
康
管
理
を
で
き
る
か
ど
う
か
が

そ
の
人
の
５
年
先
・
10
年
先
の
人
生
を
大

き
く
左
右
す
る
。
日
本
経
済
の
世
界
に
お

け
る
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
い
る
が
心
配
す

る
こ
と
は
な
い
。
日
本
に
は
技
術
力
が
あ

る
し
、
日
本
人
は
「
武
士
（
も
の
の
ふ
）」

の
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
先
試

練
は
あ
る
が
活
況
を
呈
す
る
時
が
や
っ
て

く
る
、
と
信
じ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
力

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ⅰ
の
導

入
で
世
界
は
大
き
く
変
わ
る
。
こ
れ
に
関

わ
れ
る
企
業
こ
そ
成
長
企
業
と
な
る
。
不

況
の
時
こ
そ
逆
転
の
発
想
が
必
要
で
あ
る
。

お
金
が
な
い
か
ら
何
も
出
来
な
い
と
考
え

る
人
は
、
お
金
が
あ
っ
て
も
決
し
て
成
功

し
な
い
。
等
々
、
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。



第206号（3）平成30年4月25日

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

益
子
支
部
・
部
長
　
岡
本
悦
子

児
童
３
３
５
名
対
象
に

「
租
税
教
室
」開
催 

租
税
教
育
事
業

1月12日は長田小学校、講師は青年部の佐藤さん1月11日は中村小学校、講師は女性部の左から、天堤さん、大越さん、眞崎さん

第6回通常総会の開催

一般社団法人真岡法人会

【日 時】平成 30年 6月12日（火）午後4時

【場 所】フォーシーズン静風「静風の間」
※ 5 月中に会員の皆様にご案内状を送付いたします。出欠

のご回報と欠席をされる場合、委任状のご提出をお願いい

たします。なお、総会終了後に懇親会を予定しております。

　

第
13
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、去
る
4
月
12
日
（
木
）、甲
府
市
の
「
ア

イ
メ
ッ
セ
山
梨
」
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
女
性
部
会
員
１
６
０
０
名
が
参
加
、
当

女
性
部
会
か
ら
真
岡
支
部
の
天
堤
副
部
長

と
益
子
支
部
の
岡
本
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
梨
県
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山

を
は
じ
め
南
ア
ル
プ
ス
八
ヶ
岳
な
ど
3
つ

の
国
立
公
園
、
1
つ
の
国
定
公
園
に
囲
ま

れ
た
名
水
の
地
で
あ
り
、
武
田
信
玄
公
は

風
林
火
山
の
旗
印
の
も
と
甲
斐
の
虎
と
言

わ
れ
た
一
方
で
、
治
山
治
水
治
政
に
優
れ

た
智
将
で
２
０
２
１
年
に
は
生
誕
５
０
０

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
輝

こ
う
！
名
峰
富
士
の
も
と
」
～
今
を
創
る

女
性
の
力
～
女
性
の
活
躍
こ
そ
が
将
来
の

日
本
を
支
え
る
子
供
た
ち
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
未
来
を
創
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
山

梨
の
地
か
ら
発
信
し
よ
う
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

　

大
会
は
、
記
念
講
演
、
式
典
、
懇
親
会

の
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
記
念
講
演
で
は

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
国
井
雅
比
古

氏
が
「
小
さ
な
旅
と
私
」
～
人
と
の
出
会

い
と
発
見
～
と
題
し
て
、
福
島
県
相
馬
市

の
松
浦
漁
港
で
元
気
に
明
る
く
働
く
女
性

た
ち
を
紹
介
、
大
震
災
後
も
一
家
を
支
え
、

力
強
く
生
き
る
女
性
の
逞
し
さ
に
つ
い
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
県
下
女
性
部
会
31
名
が
揃
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
の
名
所
巡
り
。
山
中
湖

か
ら
雪
を
覆
っ
た
富
士
山
の
眺
望
は
絶
景

の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

法
人
会
の
青
年
部
会
と
女
性
部
会
が
講

師
を
務
め
る
「
租
税
教
室
」
は
、
平
成
29

年
度
は
真
岡
税
務
署
管
内
８
小
学
校
の
６

年
生
児
童
３
３
５
名
を
対
象
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
教
室
は
、
租
税
教
育
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
税
の
仕
組
み
や
税
の
大

切
さ
を
正
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

受
講
す
る
児
童
た
ち
は
真
剣
そ
の
も
の

で
す
が
、
初
め
て
講
師
役
を
任
さ
れ
た
担

当
者
に
も
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
９
月
税
務
署
で
行
わ

れ
る
講
師
研
修
会
に
臨
み
、
家
で
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
幾
度
も
読
み
返
し
、
直
前
に

は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
チ
ー
ム
も
あ
り
ま

す
。

　

租
税
教
室
に
取
り
組
ん
で
今
年
で
７
年

目
。
法
人
会
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

ま
た
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
の
重
要
な

事
業
と
し
て
定
着
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま

す
。



第206号 平成30年4月25日（4）

女
性
部
会
研
修
旅
行

川
崎
・
横
浜
方
面
へ　

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

優
秀
作
品
を
表
彰

仙波美奈さんの作品橋本　諒さんの作品

三宅咲輝さんの作品

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
、
国
税
庁

後
援
に
よ
る
第
６
回
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、
去
る

１
月
26
日
に
行
わ
れ
、
応
募
数
１
０
３
点

の
中
か
ら
優
秀
作
品
23
点
を
選
出
し
、
表

彰
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
作
品
は
、女
性
部
会
が「
租

　

今
年
の
女
性
部
会
恒
例
の
日
帰
り
研
修

旅
行
は
、
２
月
22
日(

木)

、
支
部
会
員
・

事
務
局
を
含
め
32
名
が
参
加
し
。
川
崎
・

横
浜
方
面
へ
行
き
ま
し
た
。

　

朝
、
小
雪
が
舞
う
中
の
出
発
と
な
り
ま

し
た
。
大
師
Ｉ
Ｃ
を
下
り
る
と
す
ぐ
に
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
建
物
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
川
崎
大
師
の

駐
車
場
敷
地
内
に
建
っ
て
い
る
「
自
動
車

交
通
安
全
祈
祷
殿
」
で
し
た
。
バ
ス
を
降

り
る
と
、
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雪
が
降
り
そ

そ
ぐ
中
、
川
崎
大
師
へ
の
参
道
を
進
み
ま

し
た
。
思
い
思
い
に
参
拝
し
境
内
を
あ
と

に
し
て
、
仲
見
世
通
り
で
は
名
物
の
久
寿

餅
や
の
ど
飴
、
だ
る
ま
等
の
様
々
な
お
店

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
横
浜
中
華
街
に
あ
る
ロ
ー
ズ
ホ

テ
ル
横
浜
内
の
重
慶
飯
店
で
の
お
い
し
い

四
川
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
売
店
に
は

月
餅
や
番
餅
等
の
有
名
な
お
菓
子
も
あ
り
、

買
い
物
も
で
き
ま
し
た
。
食
事
が
終
わ
る

頃
に
は
雪
が
止
み
、
傘
が
な
く
て
も
街
を

散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
店
舗
が

多
く
彩
も
豊
か
で
、
食
欲
を
そ
そ
る
香
り

が
漂
い
、
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。「
春
節
」

の
時
期
で
あ
り
、
独
特
な
飾
り
付
で
よ
り

華
や
か
で
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
の
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ス

ク
エ
ア
で
し
た
。
中
に
は
様
々
な
店
舗
が

あ
り
近
隣
に
も
見
ど
こ
ろ
が
多
く
、
自
由

行
動
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
楽
し
め
ま
し

た
。
時
間
通
り
に
集
合
し
、
河
津
桜
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
横
浜
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

税
教
室
」
の
講
師
を
務

め
た
亀
山
小
学
校
、
七

井
小
学
校
、
中
村
小
学

校
の
３
校
・
６
年
生
児

童
皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
作
品
は
、
２
月
９

日
か
ら
18
日
ま
で
の
10

日
間
、
地
域
の
大
型
商

業
施
設
２
ケ
所
と
２
月

16
日
か
ら
の
確
定
申
告

期
間
中
、
真
岡
税
務
署

相
談
コ
ー
ナ
ー
に
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

上
位
の
優
秀
作
品
は
左

記
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

仙
波
美
奈
（
中
村
小
）

【
真
岡
法
人
会
長
賞
】

橋
本　

諒
（
亀
山
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】

三
宅
咲
輝
（
七
井
小
）

【
金　

賞
】

長
谷
川
苺
奈（
七
井
小
）

大
木　

蘭
（
亀
山
小
）

【
銀　

賞
】

高
塩
啓
輔
（
七
井
小
）

三
谷
釉
梛
（
七
井
小
）

【
銅　

賞
】

大
岡
千
帆
（
七
井
小
）

菅
原　

結
（
中
村
小
）

村
石　

遥
（
中
村
小
）

重慶飯店で四川料理を堪能
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
春
研
修
会
開
く

法
人
会
女
性
部
会
　

　

１
月
26
日(

金
）
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静

風
に
て
、
女
性
部
会
恒
例
の
新
春
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
寒
さ
が
厳
し
い
日
で
し

た
が
、
６
支
部
会
員
、
来
賓
、
事
務
局
を

含
め
64
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
真
岡
税
務
署
長
の
町
田
富
二

夫
様
に
「
税
金
と
税
務
署
の
今
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
、
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
は
法
律
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
賦
課
・

徴
収
さ
れ
な
い
と
の
考
え
方
（
租
税
法
律

主
義
）
に
基
づ
き
、
税
の
賦
課
・
徴
収
が

行
わ
れ
て
お
り
、
国
の
財
政
の
現
状
に
つ

い
て
歳
入
歳
出
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
の
租
税
と

給
付
の
関
係
に
つ
い
て
は
考
え
さ
せ
ら
れ

る
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
し
た
。
続
い

て
の
内
容
は
税
金
の
分
類
、
種
類
や
税
収

の
推
移
、
消
費
税
の
し
く
み
、
軽
減
税
率

制
度
に
つ
い
て
で
し
た
。
来
年
始
ま
る
軽

減
税
率
制
度
は
理
解
を
深
め
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
税
務
署
の
組
織
、

納
税
環
境
の
整
備
の
取
組
な
ど
を
お
話
い

た
だ
き
、
ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
様
々
な
情
報
が
あ
る
の
で

一
度
利
用
し
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
後
は
、
別
室
に
移
動
し
お
楽
し
み

の
昼
食
会
で
す
。
お
い
し
い
料
理
に
少
し

早
い
「
春
」
を
感
じ
な
が
ら
、
終
始
和
や

か
に
歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

　

平
素
か
ら
、
税
務
行
政
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
10
月
１
日

か
ら
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率

が
8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と

同
時
に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
府
省
庁
が

連
携
し
て
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

真
岡
税
務
署
で
は
、
従
来
か
ら
開
催
し

て
い
る
決
算
期
別
説
明
会
、
年
末
調
整
説

明
会
の
際
に
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
軽
減
税
率

制
度
は
、
飲
食
料
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

の
方
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
税
の
納
税
義

務
の
な
い
免
税
事
業
者
を
含
め
、
多
く
の

事
業
者
の
方
に
関
係
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
説
明
会
に
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
開
催
す
る
軽
減
税
率
制
度

の
説
明
会
の
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

の
申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ジ

導
入
・
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
支
援
に
関
す

る
相
談
は
、「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

務
局
」０
５
７
０
ー
０
８
１
ー
２
２
２（
受

付
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
９

：

０

０
～
17

：

０
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総合建設業
有限会社 松本工務店
代表取締役

松　本　　友　一

〒321-4523
本社／栃木県真岡市さくら4丁目 1番地 20

ＴＥＬ．0285-73-1600 ㈹
ＦＡＸ．0285-74-5454



第206号 平成30年4月25日（6）

タ
オ
ル
一
本
協
賛
運
動

支
　
部
　
活
　
動

真
岡
支
部

平
成
29
年
度
市
政
懇
談
会
開
催

益
子
支
部

新
春
講
演
会

二
宮
支
部

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
真
岡
支
部

で
は
、
去
る
３
月
20
日
（
火
）
午
後
５
時

か
ら
「
真
岡
商
工
会
議
所
」
に
て
、
石
坂

真
岡
市
長
を
迎
え
「
市
政
の
概
要
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
平
成
30
年
度
の
真
岡
市
の

予
算
、
事
業
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
真
岡
市
の
未
来
を
見

据
え
た
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
戦
略
と
し
て
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

真
岡
市
の
雇
用
創
出
の
た
め
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
療
施
設

の
拡
充
を
は
じ
め
と
し
た
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行

な
っ
て
い
く
こ
と
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
木
綿
会
館
や
久
保
記
念
観
光
文
化
交

流
館
を
は
じ
め
と
し
た
真
岡
市
の
観
光
施

設
へ
の
誘
客
を
増
や
す
た
め
駐
車
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
終
了
後
は
、「
け
や
き
会

館
」
に
て
、
懇
親
会
を
開
催
し
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　

去
る
1
月
26
日
に
、
に
の
み
や
商
工
会

と
共
催
に
よ
り
新
春
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。（
一
社
）
日
本
ク
レ
ー
ム
対

応
協
会
「
怒
り
を
笑
い
に
変
え
る
ク
レ
ー

ム
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
谷
厚
志
氏
を

講
師
に
、「
人
が
笑
顔
に
な
る
秘
訣
」
と

題
し
、ク
レ
ー
ム
は
ア
ド
バ
イ
ス
だ
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
は
「
利
他
の
精
神
」、

人
生
の
価
値
は
相
手
を
ど
れ
だ
け
笑
顔
に

し
た
か
で
決
ま
る
な
ど
、
ク
レ
ー
ム
対
応

の
達
人
が
伝
え
る
接
客
術
の
実
績
に
基
づ

い
た
講
演
と
な
り
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
評
判
の
良
い
当
地
域
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
二
宮
金
次
郎
の
教
え
で
、

人
が
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
大
切
な
考
え

方
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
「
心
田
開
発
」（
や

る
気
こ
そ
が
復
興
の
鍵
と
な
る
と
い
う
教

え
）
と
「
に
の
み
や
金
ち
ゃ
ん
」
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
入
れ
た
新
春
タ
オ
ル
を
製
作
し
、

会
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

益
子
支
部
で
は
、
今
年
も
地
域
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
一
本
協

賛
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
福
祉

施
設
な
ど
で
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
趣
旨
の
も
と
、
支
部
会
員
の
事
業
所

に
呼
び
か
け
、
町
内
17
カ
所
の
タ
オ
ル
収

集
所
に
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
っ
て

い
た
だ
き
、
平
成
30
年
1
月
1
日
～
31
日

の
約
１
ヶ
月
間
に
て
４
４
３
本
も
の
タ
オ

ル
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た

タ
オ
ル
は
益

子
町
社
会
福

祉
協
議
会
に

寄
贈
し
、
町

内
各
福
祉
施

設
に
配
分
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

有限会社　新井油店
代表取締役　　新井　明

	 〒321-4521　栃木県真岡市久下田 893

	 ＴＥＬ．0285-74-0044 ㈹
	 ＦＡＸ．0285-74-0046

有 限 会 社　 新 井 油 店
代表取締役　　木　村　芳　之

（有）きむら写真館
〒321-4522 栃木県真岡市久下田西 3− 96− 1

ＴＥＬ／ＦＡＸ　0285 − 74− 0177
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日
帰
り
研
修
会
開
催

茂
木
支
部

株式会社　ユニティ
代表取締役　　櫻　井　孝　行

一般労働者派遣事業	 般 09-300203
居宅介護支援事業	 0970900700

〒 321-4521　栃木県真岡市久下田 1366-1
	 電　話　0 2 8 5 ( 7 4 ) 0 8 8 0
	 ＦＡＸ　0 2 8 5 ( 7 4 ) 0 9 9 0

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

益
子
支
部
で
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
新

春
賀
詞
交
歓
会
を
2
月
1
日(

木)

に
益

子
舘
里
山
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

篠
原
支
部
長
と
石
坂
会
長
は
じ
め
、
大

塚
町
長
、
高
野
町
議
会
議
長
、
藤
田
真
岡

税
務
署
統
括
官
等
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々

よ
り
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
会
員

及
び
各
種
団
体
の
参
加
者
一
同
和
や
か
な

歓
談
が
続
き
、
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
益

子
舘
里
山
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
社
員
で
結

成
さ
れ
た
バ
ン
ド
「Shine's

」
の
結
成

秘
話
に
つ
い
て
高
橋
美
江
女
将
に
お
話
頂

き
ま
し
た
。
懇
親
会
終
了
後
に
場
所
を
移

し
て
、
今
回
の
特
別
企
画
「Shine's

演

奏
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら
お

客
様
を
楽
し
ま
せ
て
い
るShine's

の
演

奏
に
皆
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

2
月
22
日
（
木
）、
茂
木
支
部
で
は
、

あ
い
に
く
の
小
雪
が
ぱ
ら
つ
く
な
か
、
15

名
の
参
加
で
東
京
方
面
へ
日
帰
り
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
は
、
歌
舞
伎
座
で
の
2

月
大
歌
舞
伎
の
鑑
賞
。
演
目
は
「
春
駒
祝

高
麗
」「
一
条
大
蔵
譚
」「
暫
」「
井
伊
大

老
」
で
、
４
時
間
半
と
い
う
長
時
間
に
わ

た
る
鑑
賞
で
し
た
が
、
時
間
を
感
じ
さ
せ

な
い
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
し
た
。
ま
た
、

松
本
幸
四
郎
や
市
川
海
老
蔵
、
中
村
吉
右

衛
門
な
ど
間
近

に
観
る
こ
と
が

で
き
、
至
福
の

ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

鑑
賞
後
、
築

地
場
外
市
場
に

立
ち
寄
り
ま
し

た
。
殆
ど
の
店

が
閉
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
、
お
腹

を
満
た
し
た
よ

う
で
す
。
バ
ス

の
中
で
も
和
気

藹
々
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

職
場
の
花

代表取締役　　上　野　利　夫
〒321-4511 栃木県真岡市高田 1841-27

	 ＴＥＬ．0285-75-1950 ㈹

	 ＦＡＸ．0285-75-1087

　

大
原
葬
祭
に
入
社
し
て
今
年
で
５
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
事
務
と
し
て
電
話

対
応
や
接
客
及
び
現
場
担
当
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
殊
な
職
場
の
為
、
専
門
的
な
言
葉
や

作
法
な
ど
を
お
客
様
に
ご
案
内
す
る
場
面

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
お
客
様

の
疑
問
点
や
不
安
箇
所
を
払
拭
出
来
る
様

に
懇
切
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
、
自
分
の

至
ら
な
い
所
は
先
輩
方
に
指
導
を
仰
ぎ
、

安
心
し
て
任
せ
て
頂
け
る
様
日
々
精
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
ご
家
庭
や
ご
親
戚
だ
け
で
亡

く
な
っ
た
方
を
見
送
り
た
い
と
考
え
る
お

客
様
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
お

客
様
の
心
に
寄
り
添
い
ど
の
よ
う
な
形
で

最
後
の
お
見
送
り
を
し
た
い
の
か
、
ご
要

望
に
お
応
え
で
き
る
様
社
員
一
同
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
岡
　
純
子 

さ
ん

（
有
）　
大
原
葬
祭
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株
式
会
社ユ

ニ
テ
ィ
　

　
有
限
会
社大

原
葬
祭
　

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
、
平
成
20
年
11
月
に
労
働
者
派

遣
事
業
と
し
て
創
業
し
、
栃
木
県
・
茨
城

県
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
12
月
よ
り
現
在
の
事
務
所
に

移
転
し
、「
確
か
な
技
術
と

サ
ー
ビ
ス
で
お
客
様
に
お
応

え
し
ま
す
」
を
企
業
理
念
と

し
、
経
済
情
勢
の
変
化
と
共

に
働
き
方
や
暮
ら
し
の
在
り

方
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
昨
今
、
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
仕
事
探

し
の
お
手
伝
い
や
、
企
業
様

の
意
向
に
あ
っ
た
人
材
を
選

考
し
派
遣
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
勉
強
会

な
ど
を
お
こ
な
い
、
従
業
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向
上
に
も

努
め
て
お
り
人
材
育
成
面
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
8
月
に
は
高
齢

社
会
の
進
行
に
と
も
な
い
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
を
開
始

致
し
ま
し
た
。
常
駐
し
た
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に

栃
木
県
・
茨
城
県
の
病
院
・

介
護
施
設
・
利
用
者
様
と
の
架
け
橋
と
な

り
、
適
切
に
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

激
動
の
時
代
に
現
在
の
日
本
の
基
盤
を

創
ら
れ
た
方
々
に
恩
返
し
の
気
持
ち
で
努

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
時
代
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

地
域
と
共
に
成
長
出
来
る
よ
う
日
々
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

弊
社
は
、
旧
二
宮
町
物
井
で
「
大
原
造

花
店
」
と
し
て
創
業
し
、
そ
の
後
「
大
原

葬
祭
」
と
社
名
変
更
し
葬
儀
社
と
し
て
約

40
年
の
間
地
域
に
根
ざ
し
営
業
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
真
岡
市
久

下
田
西
に
「
二
宮
ホ
ー
ル
」
と
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
ホ
ー
ル
縁
（
え
に
し
）」、
大
谷
新
町

に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
絆
（
き
ず
な
）」

を
持
ち
、
グ
ル
ー
プ
式
場
と
し
て
白
布
ケ

丘
に「
大
原
葬
祭
会
館
」と
並
木
町
に「
家

族
葬
ホ
ー
ル　

ア
ネ
ッ
ク
ス
」
が
あ
り
一

般
葬
は
も
ち
ろ
ん
家
族
葬
に
も
対
応
で
き

る
万
全
の
体
制
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
て

お
り
ま
す
。
弊
社
の
強
み
は
ま
ず
40
年
の

歴
史
の
中
で
歴
代
の
社
員
の
間
に
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
知
識
や
心
得
。
さ
ら

に
祭
壇
に
配
置
す
る
ア
レ
ン
ジ
生
花
の
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
も
強
み
の
一
つ
で
す
。

料
理
に
関
し
て
も
葬
儀
の
料
理
は
高
く
て

不
味
い
と
い
う
概
念
を
覆
す
べ
く
、
温
か

く
お
出
し
で
き
る
オ
ー
ド
ブ
ル
の
採
用
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
絆
に
お
い
て
は
自
社

厨
房
で
の
コ
ー
ス
料
理
の
提
供
な
ど
随
時

変
更
を
加
え
な
が
ら
展
開
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
法
要
や
初
盆
の
祭
壇

の
飾
り
付
け
や
提
灯
の
飾
り
付
け
を
サ
ー

ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
法
要
案
内

状
を
無
料
で
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
１
，
３
２
８
社
の

葬
儀
社
が
加
盟
す
る
全
日
本
葬
祭
業
協
同

組
合
連
合
会
（
略
称
：
全
葬
連
）
に
加
盟

し
て
お
り
、
消
費
者
の
皆
様
に
安
心
し
て

葬
祭
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
頂
く
た
め
の
行

動
指
針
と
し
て
制
定
し
た
葬
祭
サ
ー
ビ
ス

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
顧
客
情
報
の
守
秘
義
務
、

説
明
責
任
、
料
金
体
系
の
明
確
化
、
見
積

書
交
付
の
義
務
化
等
）
を
尊
守
す
る
事
業

所
と
し
て
日
々
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
お
客
様
と
の
出
会
い
を
ご
縁
と

し
て
末
永
く
お
付
き
合
い
が
で
き
ま
す
よ

う
ス
タ
ッ
フ
一
同
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。


